


羅車臣福晋にする。汝は諸子に善を教え、仁孝謙恭の心を尽し、今生で衆に嘉する所となり、

芳名を後世に留め、婦人の道を尽すよう努めよ。朕の至心に違うことがないように 24。

　『清世祖実録』の記載は、この事実を一歩進めて実証している。順治八年（1651年）正月、
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護爾が所部一千三百五十人を率いて来帰した 25”。同年

三月、“皇帝は太和殿に御し、碩
ショロイ・ハーン

雷汗の子、噶
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マ
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・セワン
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チョークル

護爾台吉が朝見した 26。『実録』

は明確にガルマ・セワンとチョークルを“ショロイ・ハーンの子”と記載している。これは、

ショロイがガルマ・セワンら兄弟二人の継父であることによる。

　トゥフイ夫人がホーチド部を率いてセツェン・ハーン部に身を寄せた時期は、当然、

1627年のリンダン・ハーン西征の後である。しかし、正確な年代は、現在、明らかには指摘

できない。玉芝氏は、ホーチド部が北遷してハルハに付属したのは1630年冬と見做してい

る 27が、さらに考証する必要がある。1635年（天聡九年）十二月、ショロイ・ハーンは、そ

の属下のウジュムチン（Üjümüčin）部のドルジ・セツェン・ジノン、ホーチド部のイルデン・

トゥシェート（Yeldeng tüšiyetü）等の大小ノヤンと共に、ウイジェン・ラマ（Üyijeng lam-a）

を長とする百余人の使節団を盛京へ派遣して、天聡ハンと和睦した。天聡ハンは使節を派

遣した各部の首領に一つ一つ返答した。ホーチド部首領に給わった文書には、次のように

述べられている。

　“天聡ハンの旨令。エルデニ・ノムチ（Erdeni nomči）に致す。到来した書は悉く知ってい

る。ハルハに帰順するに至った人を、我等はこの遠方にて、どうしてその心を知って、言う

べきことがあろうか。ただ汝らが自ら知るのみである 28”。

　ショロイ・セチェン・ハーンにしたがって清廷へ使節を派遣したホーチド部の首領

“伊
イルデン・トゥシェート

勒登土謝図”は、ガルマ・セワンの三叔父、ツェリン・イルデン・トゥシェートである。

清廷が遣使して勅諭したホーチド部長はエルデニ・ノムチであり、ガルマ・セワンの従弟

であり、名をボラトと言った 29。

　ホーチド部のハルハへの加入は、戦乱、部落の移動、および婚姻関係などの要因が、大部

落の構成中に果たした作用を充分に反映している。モンゴル国の学者の社会調査報告によ

2016年9月

－ 97 －

24 Čing ulus-un dotuγadu narin bičig-ün yamun-u mongγol dansa ebkemel-ün emkidkel. Dörbedüger boti
（『清内秘书院蒙古文档案汇编』第四辑）7-9頁。

25 『清世祖実録』（中華書局影印本、1985年）巻五二、順治八年春正月己酉朔。
26 『清世祖実録』巻五五、順治八年三月発卯。
27 前掲「蒙元东道诸王及其后裔所属部众历史研究」106頁。
28 台湾国立故宮博物院『旧満州档』（台湾宮博物院影印本、1969年）4637-4638頁（モンゴル文）. 
訳文には『満文老档』漢訳1377頁を参照。

29 祁韻士『欽定外藩蒙古回部王公表伝』巻之三十五、伝第十九「扎薩克多羅額爾徳尼郡王博羅特
列伝」。
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れば、現在、ホーチド人は主にモンゴル国のスフバータル、ヘンティー両県に分布している。

2. 2. スニド

　スニド（蘇尼特、雪尼特、雪泥。Sönid）部は、非常に古い歴史をもつモンゴルの部族で

ある。ボディ・ハーン（在位1520～ 47年）の次子ククチュテイ・メルゲン・タイジ（Kükečütei 

mergen tayiji）の属部をスニドと称した。リンダン・ハーン期に、スニド部はその統治に不

満を抱き、また、戦乱を避けるために、ホーチド部、ウジュムチン部、アバガ等の諸部と共

にチャハルから離脱し、瀚海を越えてショロイ・ジノンのもとに頼った。その時期は、リン

ダン・ハーン西征の1627～ 1628年の間であろう 30。

　スニド部はショロイに身を寄せ、その他の諸部と一緒にショロイ・ジノンにセチェン・

ハーンの称号を奉った。1641年（崇徳六年）、清廷は、テンギスを封じた誥命文で次のよう

に書いている。

 “Tenggis či ijaγur mongγol-un Čaqar-un qaγan-u törül büged: 

Sönid ulus-un noyan bülüge: bi Čaqar ulus-i dailaju oγoγuda 

oruγuluγsan-u qoin-a: či čaγ učir-i medeged: Qalq-a-yin aq-a 

degüe-čegen salju: öber-ün qariyatu ulus-iyan abun: nadur oruju 

irelüge: tegüber čimai törü-yin mergen jiyün wang bolγan ergübe:” 

　

　汝、テンギスは、モンゴル・チャハル・ハーンの一族であり、

スニドのノヤンである。朕はチャハル国を滅ぼし、汝は時勢

を判断して遂にハルハの兄弟から離れ、所属の民を率いて来

帰した。ゆえに、汝を封じて多羅莫
メ ル ゲ ン

爾根郡王となす 31。

　

『日本とモンゴル』第51巻第1号（133号）

－ 98 －

30 詳しくは、齐木德道尔吉「腾吉思事件」『明清档案与蒙古史研究』第二辑，内蒙古人民出版社、
2002年、108-109頁を参照。

31 Čing ulus-un dotuγadu narin bičig-ün yamun-u mongγol dansa ebkemel-ün emkidkel. Nigedüger boti
（『清内秘书院蒙古文档案汇编』第一辑）312頁。
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　この誥命は、ホーチド、ウジュムチンの首領を封じた誥命文の内容と異なるところがあ

る。ここには、“チャハル・ハーンがその国に暴虐であり、宗族を蹂躙したため、ハルハに

居を避けた”等の語句がない。これは、スニド部がセツェン・ハーン部に入った詳細な事情

が、ホーチド、ウジュムチンと相違することを意味しているのか否か？ 1635年（天聡九年）、

ショロイ・セツェン・ハーンはアイシン国と善隣関係を築き、セツェン・ハーンの使節団の

中には、スニドのバートル・ジノン（Baγatur jinong）の使者がいた。当時、天聡ハンは、セツェ

ン・ハーンとその属下の諸部の首領に逐一返答し、それらの文書は今日に至るまで伝えら

れているが、唯一、スニド部のバートル・ジノンに返信を与えたという記載はない。

　スニド部は、セツェン・ハーン部に居を避けた時、清朝と相互の往来を保持していた。例

えば、1638年、スニド部の呉
ウイジェン

善葉
・イルデン

爾登、台吉塞
セレン

冷、達
ダ ル マ

爾馬等がウジュムチンのドルジ・セツェ

ン・ジノンにしたがって盛京に来て、各々、馬、ラクダ、鞍、甲冑等の貢物を献じた 32。十二

月、スニド部の巴
バクチ ャ ル ・

克察爾塔
タ ブ ナ ン

布囊、俄
オ チ ル

斉爾等が来貢して献上物を奉った。清廷は彼らに彩緞、

銀両、布匹を各人に応じて授けた 33。続いて、スニド部人が散発的に来て、清朝に帰順した。

例えば、1639年五月、莽
マ ン グ ス

古斯台吉、俄
オルジェイ

爾寨台吉、僧
センゲ

格等が属下を連れて清朝に来帰した 34。

この年の冬、スニド部の首領騰
テ ン ギ ス

機思、騰
テンギテイ

機特（Tenggitei）等が部衆を率いてハルハから南下

し 35、清朝に帰順した。しかし、スニドとハルハの関係は、これによっては決裂しなかった。

1646年、ショロイ・ハーンは再びテンギス等をハルハに呼び戻した。しかし、ハルハには

対抗する力がなかったので、スニド部は1648年に清朝に帰順した。

　テンギス事件の後、スニド部人は全部、清朝に帰順したようである。今日のモンゴル国

には、スニド姓氏は見出されない。

2. 3. ウジュムチン

　ウジュムチンは、蒙元期のモンゴル諸部の中に見出されず、北元期に形成された部族で

あると思われる。ボディ・ハーンの第三子オンゴン・ドラル（Ongγon durqal）がウジュムチ

ン・オトグを支配した。オンゴン・ドラルには5子があり、年長の4子が早世し、末子ドルジ・

セツェン・ジノン（Dorji sečen jinong）は長兄の子セレン（Sereng）を連れてチャハルから離

反し、ショロイのもとに身を寄せた 36。崇徳帝がドルジ・セツェン・ジノンを封じた誥命の

中に、次のように述べられている。

2016年9月

－ 99 －

32 『清太宗実録』（中華書局影印本、1985年）巻四〇、崇徳三年二月辛酉。
33 『清太宗実録』巻四四、崇徳三年十二月丁巳。
34 『清太宗実録』巻四六、崇徳四年五月辛酉、乙亥。
35 『清太宗実録』巻四九、崇徳四年十月庚寅。
36 祁韻士『欽定外藩蒙古回部王公表伝』巻之三十四、伝第十八「鳥珠穆沁部総伝」。
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　　“Dorji či ijaγur mongγol-un Čaqar-un qaγan-u törül büged: 

Üjümüčin ayimaγ-un noyan bülüge: Čaqar-un qaγan-u törül 

törügsen-iyen ülü tanin: ulus irgen-i jobaγaju: törü-yi ebden 

yabuqui-dur: či jayilaju Qalq-a-yin aq-a degü-degen neilegsen 

bölüge: bi Čaqar ulus-i oruγuluγsan-u qoin-a: či čaγ učir-i 

medeged: öber-ün qariyatu ulus-iyan abun: nadur oruju irelüge: 

tegüber bi čimai jasaγ-un sečen činwang bolγan ergübei:”

　汝、ドルジは、モンゴル・チャハル・ハーンの一族であり、

ウジュムチンのノヤンである。チャハル・ハーンが親戚と

認めず、国と民を蹂躙し、国政を破壊したため、汝はこれ

を避けて、ハルハの兄弟に合流した。後に朕がチャハル国

を征服すると、汝は時勢を判断し、遂に所属の民を率いて

来帰した。ゆえに汝を冊封して多羅啅
ジ ョ リ グ ト

里克図郡王となす 37。

　ウジュムチンの移動は、明らかにリンダン・ハーンの戦争と関係がある。時期は1620～

30年代である。帰服後のウジュムチン部は、ケルレン河流域で遊牧した。1635年、セツェ

ン・ハーンはアイシン国と正式に外交関係を結び、ウジュムチンのドルジ・セツェン・ジノ

ンは、セツェン・ハーンのショロイと共に、最初に天聡ハンに遣使した。1637年から、ウジュ

ムチンのドルジ・セツェン・ジノンは、ホーチド部、スニド部と一緒に清廷に遣使した。そ

して、当年末に部を率いて清朝に帰順した 38。1641年（崇徳六年）と1642年（順治三年）に、

それぞれウジュムチン左右翼両旗が立てられた。

　モンゴル国の人類学者たちのフィールド調査によると、今日、モンゴル国内にはウジュ

ムチンの姓氏はない。おそらく彼らはハルハから完全に離れ去ったと見られる。

3. 漠南モンゴル諸部がセツェン・ハーン部に帰服して生じた影響

　1620～ 30年、漠南モンゴル諸部の往復移動は、セツェン・ハーン部のみならず全ハルハ・

モンゴルおよび当時の政局、すべてに対して、甚大かつ永続的な影響をもたらした。

　（1）ハルハ部族の形成に重大な影響を果たした。漠北ハルハの祖ゲレセンジェ（Geresenje）

が諸子を分封した時、ハルハの主体部族は13あった。すなわち、ウネード（Önegedあるい

『日本とモンゴル』第51巻第1号（133号）

－ 100 －

37 Čing ulus-un dotuγadu narin bičig-ün yamun-u mongγol dansa ebkemel-ün emkidkel. Nigedüger boti
（『清内秘书院蒙古文档案汇编』第一辑）303-304頁。

38 『清太宗実録』巻三五、崇徳二年五乙酉、巻三九、崇徳二年十一月丁丑。
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はウシン）、ジャライル（Jalayir）、ベスド（Besüd）、エルジキン（Eljigen）、ヘルード（Kerüd）、

ゴルロス（Γorlus）、ホロー（Qoroγo）、フレー（Küriy-e）、チョーホル（Čoγoqur）、フフイド

（Kükeyid）、ハタギン（Qatagin）、タンゴード（Tangγud）、サルトール（Sartaγul）、オリヤン

ハン（Uriyangqan）である。それらのうち、ゲレセンジェ第四子で、セツェン・ハーン部の祖、

アミン・ドラルには、ホロー、フレー、チョーホルの三オトグが分与された。アミン・ドラ

ルの孫ショロイの時代、ゲレセンジェの第五子ダライのウムチ（ömči）であるフフイド、ハ

タギンの2オトグを継承し、セツェン・ハーン部の主体部族を形成した。セツェン・ハーン

部の管轄地のみならず、16世紀中葉の全ハルハ・モンゴルの主体部族中にも、上述の漠南

モンゴル部族はいなかった。

　しかし、モンゴル国の学者の調査によると、現在、もとのセツェン・ハーン部の牧地のみ

ならずモンゴル国全国の領域内にも、多数のアバガ、ホーチド等の部族が居住している。

これらの部族は、当然、1620～ 30年代に漠南地区から流入したものであり、彼らは、ある

いは単独で一つの部族であり、あるいは他族と融合してハルハ領域内の固有部族と共に今

日の“ハルハ部族”を構成し、現在のモンゴル国の部族の構成に重要な作用を引き起こした。

　（2）ハルハの政局に甚大な影響をもたらした。17世紀初めより、ショロイがハルハ・モ

ンゴルの重大な会盟と重要な政治活動の中に現れた。少なくとも1616年以前に、ショロイ

は前後して“ジノン”、“ホンタイジ”及び“セツェン・ホンタイジ”の称号を有し、アミン・

ドラル一族の政治的代表であり、左翼“四
ホ シ ョ ー

和碩”39の首領の一人であった。彼はアミン・ド

ラル裔の中で唯一の男系子孫であり、かつ、ゲレセンジェの第五子ダライに嗣子がなく、

彼の家産をアミン・ドラルの後裔、すなわちショロイが接収・管理した。かくて、ショロイは、

ゲレセンジェの7子息の取り分のうち2子の取り分を有し、左翼統治集団中において際立っ

て抜きん出た人物であり、左翼の政治動向に影響を与えていたが、当時、彼は依然として“ホ

ンタイジ”あるいは“ジノン”であり、“ハーン”号を有していなかった。

　1620～ 30年に戦乱を避けて逃れた大部分のチャハルとアバガの部民は、ダライ・ジノン

──ショロイに身を寄せた。ショロイは一時に名声と勢威が高まり、自己の所属、および、

逃れて流入した漠南モンゴルの部衆に推戴され、ハーンと称した。そのハーン号の全ての

称号は“共
マ ハ ー ・ サ マ デ ィ ・

戴馬哈撒嘛諦車
セツェン・ハーン

臣汗”であり、ハルハ史上、第四のハーン号を有する者となっ

た。それ以降、セツェン・ハーン部が正式に形成され、ハルハは正式に三つのハーン部に分

離した。ショロイも左右ハルハ政局の最も影響力を持つ人物の一人になった。ショロイの

2016年9月
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39 “左翼四ホショー”は、ゲレセンジェの第三子ノーノフ及び第四子アミン・ドラルの後裔から
構成された兵民合一の組織である。ゲレセンジェの第三子ノーノホの長子アバダイ、次子ア
ボホ・メルゲン、四子トゥメンケン・フンドゥレン・チョーフル及びゲレセンジェの第四子ア
ミン・ドラルの後裔を包括して核心としたハルハ左翼貴族集団である。
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子孫も“セツェン・ハーン”の地位で、代々、ハルハ・セツェン・ハーン部を統治した。

　（3）ハルハの内乱を引き起こした。漠南モンゴルの流入はハルハで大きな高い波を引き

起こした。ハルハ貴族は、逃げて流入した人々を争奪するために、内乱を発生させ、左翼で

有力なホンタイジ・ツォクト（Čoγtu）は、これによってハルハから追い出された 40。ツォク

ト・タイジはハルハから離れて西へ進み、途中で青海のトゥメド・モンゴル人を打ち負か

して青海を征服し、属部と青海地区のモンゴル人に“ツォクト・ハーン”と共戴された。彼

は、青海トゥメド・モンゴル人を滅ぼし、自己の宗教的立場を表明したため、当時のチベッ

ト宗教分派闘争の中に巻き込まれるのを免れることが避けられなかった。ツォクト・タイ

ジは、後蔵のツァンバ・ハーンらが樹立した反ゲールク派連盟に加入し、チベット仏教の

ゲールク派に攻撃と迫害を行った。1635年、自分の子息アルサランを派遣してチベットに

入らせ、ゲールク派を保護する勢力を滅ぼそうと試みたが、1637年、グーシ・ハーンが率

いる西モンゴルに打ちまかされた。

　漠南モンゴルの北遷によって引き起こされた“ツォクト・タイジ事件”は、ハルハの政局、

漠西モンゴルの政局のみならず、蒙蔵関係方面まで、すべてに非常に大きな影響を引き起

こした。

　（4）ハルハとモンゴル大ハーンの関係が敵対態勢に向かった。モンゴル大ハーンに所属

する一部の漠南モンゴルがハルハへ逃げて流入し、さらにチンギス諸弟の後裔が統轄する

アル・モンゴル諸部とアイシン国との往来が密接になったことにより、反チャハル連盟が

結成された。これによって、1630年八月、リンダン・ハーンは出兵して、上述の部族を征

討した。記録によれば、当時、リンダン・ハーンは自己の直属の部衆、及び、漠南モンゴル

の右翼各万戸軍を移動させて、オンニョード三部、アルホルチン（Aru qorčin）諸部、及び

アバガ、漠
ア ル

北ハルハ等の部を征討した。それらの中で、アバガと漠
ア ル

北ハルハのみがリンダ

ン・ハーンと交戦したが、オンニョード三部、およびアルホルチン、 四
ドゥルベン・フブード

子 等の部は、

風聞を耳にしただけで逃がれ、南下してノーン・ホルチンとアイシン国に帰順した。リン

ダン・ハーンと交戦したのは、セツェン・ハーン部に頼ったアバガ部、および、漠
ア ル

北ハルハ

であったが、玉芝氏の分析によれば、交戦した“アル・ハルハ”とは、セツェン・ハーン部

を指している 41。ハルハ東部のセツェン・ハーン部以外にも、史料の記載によると、1629

年と1631年、リンダン・ハーンは、漠北ハルハ右翼ザサクト・ハーン部、および、それに所

属するホトゴイド部を攻撃した。ロシア語文書の記載によると、リンダン・ハーンは1629

年に30人の使節団を派遣して、ハルハ・ザサクト・ハーン所属のアルタン・ハーン（Altan 

『日本とモンゴル』第51巻第1号（133号）
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40 詳しくは、乌云毕力格「绰克图台吉的历史与历史记忆」（Quaestiones Mongolorum Disputatae, 
Association for International Studies of Mongolian Culture第一輯、東京、2005年）を参照。

41 詳しくは、前掲「蒙元东道诸王及其后裔所属部众历史研究」を参照。
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qaγan）の牧地に到らしめ、“チャハル・ハーンと一緒に合わさり、さらに兵馬を強壮にする”

よう要求した。

　アルタン・ハーンの拒絶に遭った後、リンダン・ハーンは出兵してアルタン・ハーンのヘ

ムチク河（エニセイ河右岸支流）流域の遊牧地を占領し、彼を、長年住み慣れた牧場から5

日行程の地方に遊牧せざるを得ないようにさせた 42。まさにリンダン・ハーンの脅威によっ

て、アルタン・ハーンはロシアに助けを求め、自己の親属を派遣して自己とハーン部を代

表してロシア皇帝に“忠誠を尽す”ことを宣誓し、ロシア＝モンゴル関係は一つの新しい

歴史時期に入った。

　元来リンダン・ハーンは、ハルハ諸ハーンと同族であり、かつ左翼セツェン・ハーン部の

ショロイと相婿関係であった 43。しかし、部民の争奪、所属権問題により、ハルハとモンゴ

ル大ハーンとの関係は緊張に、さらには敵対的態勢に向かったのであった。

　（5）ハルハ＝清朝関係の方面への影響。漠南モンゴル諸部は、ハルハとアイシン国―清

朝との相互の間を移動し、繰り返し所属関係を変更したため、セツェン・ハーン・ショロイ

は機会をとらえて、スニド部のテンギスを、策動して謀反させ、ハルハと清朝との最初の

大戦を引き起こした。清廷は高度に重視し、強力な軍勢を派遣して征討した。ハルハ方面

では、セツェン・ハーン部を首とする左翼連合軍が、積極的に迎撃した。最終的に、ハルハ

方面は利を失い、セツェン・ハーン・ショロイとトゥシェート・ハーン・グンブはセレンゲ

河へ逃げていった 44。事件の後、セツェン・ハーン・ショロイはロシアに使節を派遣して協

力を求めたが、果たし得ず、最終的に内憂外患のうちに逝去した。“テンギス事件”は、ハ

ルハ＝清朝関係の一つの重大な転換点であり、事件は双方の態勢に平衡を失わせた。すな

わち、清朝側には先んずる機会を占めることができたが、一方、ハルハは極めて受動的な

状況に陥った。清廷は、この機会を利用して、ハルハに非常に大きな圧力を加え、何度も遣

使してテンギスら逃亡者を返すよう要求し、そして、ザサグト・ハーン部に所属するバル

ボ・ビント（Balbu Bintü）45がバーリンの人畜を掠奪したことと、オンブ・エルデニ（Ombu 

Erdeni、すなわち、第二代アルタン・ハーン）が帰化城を侵略襲撃したこと等の問題に対し

て、広範囲に及ぶ対決的協議を進めた。最終的に、ハルハの諸ハーン、ノヤンに宣誓させ、

“九白の貢”を納めさせ、あらためて“八大ザサグ”を認定した。これら一連の妥協は、ハル
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42 兹拉特金主编，戈利曼、斯列萨尔丘克著，马曼丽、胡尚哲译『俄蒙关系历史档案文献集』上册（兰
州大学出版社，2014年），第84号、95号文献。

43 詳しくは、姑茹玛、鳥雲畢力格「硕垒称汗考」（『内蒙古大学学報』2008年第2期、37-41頁）を参照。
44 詳しくは、齐木德道尔吉「腾吉思事件」『明清档案与蒙古史研究』第二辑、内蒙古人民出版社、

2002年、106-146頁）を参照。
45 ゲレセンジェの第六子はデルデン・クンドゥレン、その長子はオーバ・ブフ・ノヤン、その子
はガルト、その子はバルボ・ビントである。
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ハが清廷に帰服する端緒となり、また、清廷のモンゴルに対する策略の、一度目の重大勝

利であったのである。

　

おわりに

　1620、30年代、大量の漠南モンゴルが北遷してハルハに入ったが、それらのうち、セツェ

ン・ハーン部へ逃がれて流入したのが多数を占める。これらのゲレセンジェ家に属さない

オトグは、当時のセツェン・ハーン部の部族構成に新しい内包を加え入れ、かつ、今日のハ

ルハ部族の構成に甚大な影響を与えた。同時に、漠南モンゴル諸部の北遷は、ハルハにお

いて一連の連鎖効果を引き起こし、一連の重大な歴史事件を発生させ、ハルハの政局に重

要な変化を起こした。他方では、ハルハと、モンゴル大ハーン、漠西モンゴル、チベットお

よびロシアとの関係に対し、すべてに、少なからざる影響と変化を生じさせた。

　セツェン・ハーン部に北遷したこれらのオトグを考察することは、16～ 17世紀のモン

ゴル遊牧集団の強大化と弱体化、および、統治する一族の勢力の消長や、世代にわたる婚

姻のネットワーク等の情況を理解するのに有益である。さらに重要なことは、当時の満洲

＝モンゴル＝チベット関係の発展および政局の変化の研究に役立つことである。これもま

た、当該の課題を不断に深く掘り下げて探究検討する所以である。
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